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    CLINICAL EVALUATION OF UROCALUN IN UROLITHIASIS 
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   Urocalun (a preparation of Quercus Stenophylla Makino Ext.) was used to promote the pas-
sage of the ureteral calculi. 

   In our series of 15 cases, 73.3% of the stones passed spontaneously, and another  13.3% of 
the stones showed degree of descent. 

   Urocalun was also used to dissolve the renal calculi. 
   In our series of 5 cases, the stones of 2 cases passed spontaneously. However no change 

was observed in the others.

緒 言

上 部尿 路結石症に対す る治療に は,尿 路 感

染,腎 機能障害 など併発 しない うちに,保 存 的療

法,経 尿道的療法,手 術 的療法等 を もってで き

るだけ早期に結石を除去す ることが 必 要 で あ

る.従 来,多 量の水分摂取 や適 当な運動,あ る

いは,種 々の鎮痙 剤,溶 解 剤お よび 自然排 出剤

が広 く使 用 されて来 た.し か しい まだ にその 目

的 を確実 に果 す薬剤は ない.

今 回,日 本新薬株式会社 よ り,上 部尿路結石

の保存的療法剤Urocalunの 提 供を受け,横 浜

市大,横 浜市民病院泌尿器科外来に受診 した上

部尿路結石症患者にUrocalunを 試 用 した の

で,そ の成績 および動物実験 を報告 し,諸 賢 の

御批判 を仰 ぐものであ る.

薬 剤

Urocalunは ウラジロガシ(QuercusStenophy11a

Makino)の 乾燥葉および小枝葉のエキス(Q.SEE)を

主成分とし,1Cap.中 に225mgを 含有する.ウ ラジ

ロガシは,ブ ナ科に属する常緑喬木で,四 国,九 州に

産し,徳 島県下で古 くからその葉お よび小枝などの温

浸剤が民間薬として,胆 石や尿石症に用いられ有効で

あると言伝えられている.幸 田(1959)に よると,こ

のエキスは燐酸石灰結石の灌流溶解実験で溶解効果を

示し,ラ ッ ト膀胱異物結石形成実験において抑制効果

を示したという.一 方尿中カルシウム排泄増加をみせ

ているがそのカルシウムは結石形成に余 り関与しない

ものであろうと推論している.

臨 床 成 績

1)症 例の選択

尿路感染,結 石の大きさ,IVPの 所見,青 排泄試験

など総合し,た だちに手術的療法を行なわなけれぽ重

篤な合併症を起す惧れのあるものを除き,尿 管結石患

老15例 および腎結石患者5例 に対し使用検討した.

2)投 与方法および用量

Urocalun1日9錠 を3回 に分け食後に内服せしめ

た.投 与期間中は,水 分を多量に摂取せしめ,ま た癒
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痛 発 作 の あ る時 の みBuscopanを 服 用せ し めた.投 与

期 間 は 最低12日 間,最 高210日 問 に わ た る.

3)検 査 項 目

全 例 にX線 検 査 を行 な った 外 に12例 に 対 してUro-

calun投 与 前 の 血 清Ca,Pお よび 尿 のpH測 定,Sul-

kowitchtestを 行 な い,投 与 開始 後2～6週 間 目に 再

び上 記 検 査 を 行 な った.

4)治 療 成 績
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イ)尿 管結石症(表1)

症例は15例 で各症例の年令,性,患 側,結 石の位置,

結石の大きさ(レ 線上の大きさ),Urocalunの 投与期

間,経 過,副 作用の有無は表1に 示すとおりである.

15例 中結石の排出を認めたもの11例(73%),結 石

の下降をみた もの2例(13%)で ともに上部尿管から

膀胱尿管移行部まで下降した.

副作用と思われる反応は全例に認められなかった,

表1尿 管 結 石 の 症 例

症例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

年令

46

44

40

17

24

23

29

32

52

37

21

26

33

48

24

性

6

δ

♂

♀

♀

♀

6

δ

6

δ

6

♀

δ

6

♀

「X線上の

結石の部位吠 き さ1
(mm)

左骨盤

左骨盤

左L3

左L2

右L,

左L,

左L2

左L3

右骨盤

左骨盤

左骨盤

左骨盤

左L3

右L2

左L2

3×5

5×7

7×8

6×8

3×5

5×7

5×7

4×6

5×6

6×7

5×9

6×9

5×7

4×7

7×7

投与1
日数i

経 過

42

14

28

20

30

27

28

12

14

35

34

15

28

72

30

排出

排出

不変

排出

排出

排出

(38日 後)

(n日 後)

(6週 後)

(18日 後)

(30日 後)

(26日 後)

下降隈 暑欝 行部まで
排出

排出

排出

排出

排出

排出

(10日 後)

(11日 後)

(3旧 後)

(33B後)

(17日 後)

(25日 後)

下降階 騒欝 行部まで
不変(5週 後)

副作用1備 考

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

前6カ 月Rowatin服 用

Buscopan併 用

症状強いため手術施行する

表2腎 結 石 の 症 例

症例

1

2

3

4

5

年令

31

49

35

39

45

性

δ

6

δ

♂

♀

ix線 上 の
結石の部墜 計

右腎孟

左腎孟

右腎孟

右腎孟

左腎孟

6×7

7×8

4×1王

3>(6

5×7

替姦i 経 過

48

24

210

130

210

結石排出

不 変

不 変

結石排出

不 変

(50日 後)

(35日 後)

(7カ 月 後)

(3.5カ 月 後)

(7カ 月 後)

副作用 備 考

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

ロ)腎 結石症(表2)

症例は5例 で各症例の年令,性,患 側,結 石の位

置,結 石の大きさ(レ 線上の大きさ),Urocalunの 投

与期間,経 過,副 作用の有無は表2に 示す 通 りであ

る.5例 中2例 に結石排出をみた.残 り3例 は結石の

大きさに変化を認めなかった.

副作用と思われる反応は,こ れまた全例に認められ

なかった.

5)検 査成績

Urocalun投 与 前後の血清Ca,Pは すべて正常範囲

にあり,著 明な変化を認めなかった(表3)尿pH

もUrocalun投 与前後に著明な変化はなく一定の傾向

を認 め なか った(表4)

またSulkowitchtestに よ る尿 中Ca量 の 半定 量 測

表3

/ngZdt

血 清Ca

〃

血 清Ca,Pの 変動

lngUL
血溝 ρ

ノ0

9

t'

'o

9

投
畳
月1」

投
与

後

4 4

3

2

投
金
月1上

3

2

投
与
後
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表4尿 中pHの 変動

8

7曽

6

表6対 照オキザ ミド30mg/69

纈 存在維 陣 数 結石発生率
8

7

上 部 尿 路

下 部 尿 路

結 石(一)

4

14

2

6

投

量
刷

} 90%

表7オ キザミド30mg+QSE50mg/69

投

後

結石存在部位

定でも,特 に変動を認めなかった(衷5).

上 部 尿 路

下 部 尿 路

結 石(一)

例 釧 結 石 発 生 率

3

11

6

} 70%

動 物 爽 験

1)実 験方法

使用動物 マウス

使用薬剤 オキザ ミド(-CONH2)2,QSE(ウ ラジ

ロガシエキス)

実験 目的QSEの 結石発生抑制効果を検討した.

オキザミド投与群

オキザミド30mgを 経 口的に 固型飼料69に 混ぜ

た食餌を6日 間投与して,そ の発生率を対照とした.

6日 間としたのは2回 の実験で結石発生が最高に達し

た時は6日 目で,6日 以降になると自然排出により結

石発生が低下するためである.

オキザミド+QSE投 与 群

オキザ ミド30mgとQSE50mgを 固型飼料に混ぜ

た食餌を6日 間投与して,そ の結石発生率をみた.

この2群 の結石発生率の差を比較してQSEの 結 石

発生抑制効果を検討し,同 時に腎のHE染 色を行な

い,組 織学的変化も追究した.

2)実 験成績

イ)結 石発生(表6)

オキザミド投与群

表5Sulkowitchtest検 査成 績

症 刎 投 与 前 睡 与・一・週後

結石発生は表6に 示すごとく,20匹 中18匹(90%)

に認め,結 石はほとんど膀胱結石であった.

オキザミド+QSE投 与群(表7)

結石は膀胱結石を主とし,結 石発生は表7に 示すご

とく,20匹 中14匹(70%)に 認めた.

ロ)腎 組織

a)オ キザ ミド投与群

結石発生群=糸 球体には著明な変化は認められず,

尿細管に軽度の水腎様変化を認めた.

非結石発生群:特 に著明な変化を認めなかった,

b)オ キザ ミド+QSE投 与群

結石発生群=オ キザ ミド単独投与群と同様水腎様変

化の他は,特 に著明な変化を認めなかった.

非結石発生群:特 に著明な変化は認められ な か ら

た.

総 括

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

腎3

4

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

尿路結石の自然排出率についての諸家の報告

を見 ると,相 当の差がある.尿 管結石では外国

の文献によると,最 低Braathu.Juddの12%

から,最 高Watsonの87%と 報告 されてお り,

本邦文献では田辺の24%か ら南等の80%と 相当

の幅がある.一 方Urocalunの 成績は尿管結石

排出率73%,結 石が下降して排出可能例を加え

ると87%で ある.し かしなんら薬剤を用いずと

も,排 出率80%以 上を報告している人もあり,

われわれの症例も自然排出の可能性を考慮に入

れると,排 出率73%が ただちに本剤の効果であ

ると断定し難い.

腎結石症については,短 期間での自然排出は

割合困難とされているが,5例 中2例 に結石の

排出があった.腎 結石溶解作用を期待 したが,

投与期間中では,結 石の大きさには変化を認め
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ド癖響
聯搬

廼

症例4

擁

列.多.

卜

冤

物.亀

♂

右腎孟結石39才 ♂

約3.5カ 月後に自然排出あり

ノ 「一

参 鯉

翻
詳

症例6左 尿管結石23才9

26日 目に自然排出あり

霧.

症例9右 尿管結石52才3

11日 目に自然排出あ り,
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な かった.ま た検査成績 では,尿pH,尿 中Ca

量,血 溶Ca,Pの 値 には,特 に著明な変化を認

めなかったのでUrocalunの 作 用機転 の説明は

困難 と思われ る.

動 物実験 においては,QSEを 加 えた群の結石

発生抑制 を期待 したが,対 照群 との間に推計学

的に有意 の差 を認め なか ったが,QSEの 投 与

量,投 与方法 を考慮 して検討 してみ る必要 があ

る と思 う なお腎障害を示す ような組織学的所

見 を認 めなか った.小 国(1959)に よる動物実

験 成績 と一致 し,腎 毒物 として働 くような作 用

はない と推定 され る.

結 語

1)尿 管 結石症15例 にUrocalunを 使 用 し,

結 石 の排 出率を11例(73%),結 石 の下降例2

例(13%)不 変2例 の結果 を得 た.

2)腎 結 石症5例 にUrocalunを 使 用 し,2

例(40%)に 結 石の排出,不 変3例 の結果 を得

た.

3)副 作 用 と思 われ る反応は,全 例に認 めな

かった.

4)動 物 実験 では,対 照群 とQSE投 与 群 との

間に有意の差は得 られなかった.ま た組織学的

に腎 障害 は ない もの と推察 された.

御校閲いただいた恩師原田教授に深く感 謝 致 しま

す.
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